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　Ⅰ．はじめに

　道立林産試験場の構内に試験的に建てられた木質プ

レハブ住宅内で，昭和40年12月から昭和41年2月に亘

って，保温性についての実用的な測定を行なった。

　後記するように，この木質プレハブ住宅内の2室を

1戸の住宅とみなし，他の1室の窓を開放して室外気

温と同一条件にした場合の外気にふれる新たな一面の

壁を5種類の壁パネルに替えたとき，電気ストーブ暖

房による室内温度の上昇，下降時間や所要電力量が，

どのように変化するかによって保温性の実用的な判断

を試みようとしたのである。

　Ⅱ．測定方法と測定条件

  1．木質プレハブ住宅のパネル構造

　木質プレハブ住宅（建坪16.5坪，2DK，軸組パネ

ル構成）の天井パネルは，15mmスチロポール，4mm

2類合板，20mmロールコアー，4mm2類合板，9mm

吸音ボードを組合わせたものでその総厚さは52mm，

床パネルは6mm2類合板，20mmロールコアー，6

mm2類合板，12mmスチロポールを組合わせたもの

で，その総厚さは44mm，外気に接する壁パネルは，

中間に105mmの空気層を含み，室内側は34mmパー

ティクルボード（クライバウム）と5mmプリント合

板，外気側は18mmスチロポールを中芯として4mm2

類合板と6mm防火耐水合板を貼合わせたもので空気

層を含む総厚さは167mmである。

　2．測定用壁パネルの構造と壁面積比率

　木質プレハブ住宅の平面的略図は第1図のとおりで

あるが，室温の上昇，下降時間測定を行なったのは

No．1室で，この室の大きさは，巾2.58m，長さ4.3

m，高さ2.4mで容積は26.626m3である。

　No．1室の壁面A，Bパネルは前項で記したように

総厚167mmで，壁面Cは中間に45mmの空気層を含

　　　　　　　　第1図　木質プレハブ住宅平面図

み，その両側に25mmパーティクルボードを組合せた
総厚95mmの壁パネルと33mm厚の木製フラッシュ戸
で仕切られている。壁面Dは上下とも襖戸仕切りであ
るが，上部は襖戸をいれたまま両側より6mm合板を
かぶせで仕切り，下部は襖をとりはずして木製枠を取
りつけ，測定用壁パネルを容易に取付けたり交換しう
るようにした。測定に用いた壁パネルの構造は次のよ
うである。

　　　◎6mm合板，36mmスチロポール，6mm合板
　　　〇6mm合板，18mmスチロポール，6mm合板
　　　●6mm合板
　　　▲4mm合板，20mmパーティクルボード，　4mm合板
　　　△4mm合板，20mmロールコアー，4mm合板

　なお，天井，床，並びに壁面積は第1表のとおりで
ある。

　　　　　　　　第1表　天　井，床，壁　面　績
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　なお，測定の都度，取替えた壁面Dのパネルの面積

比率は第1表に掲げたように全面積の8.3％を占めて

いることになる。

　3．室温測定方法

　室内暖房のまえに前掲第1図のNo．3室の2面の窓

を開放して外気をとりいれ，室外と凡そ同一条件にな

るようにしたのち測定用壁パネルを取付けた。これに

よってNo．1，No．2の2室で4面が外気に接する1

戸の住宅と見做しうることになる。

　室内温度上昇用の暖房器として，3KW電気ストー

ブ（全周型）DS－51B，3面反射式のものを2基用い

た。実用的には，3KW電気ストーブを2基も用いる

必要はないが，測定中の外気温の変化を最少にとど

め，ほぼ同様な外気温の条件で短時間に1測定を終え

るために2基を用いることにしたのである。

　保温性を判断するための消費電力量は，積算計の読

みの差で測定し，室温はNo．1室の測定用壁パネル

側で天井部（天井面より5cm），中央部（床上より

1.2m），床部（床面より5cm），並びに電気ストー

ブ直上（天井面より5cm，床面上1.2m）の各位置で

サーミスター温度計で測定し，外気温はルサフォード

型温度計で測定した。

　測定用壁パネル側中央位置（床面上1.2m）の感熱

部を測定の際の標準とした。この標準感熱部の感ずる

温度によって，冷えきっている室温を18℃，さらに

25℃に高め，25℃に到達直後電流を遮断し，室内温

度18℃に降下直後再び通電し，25℃に上昇直後再び

電流を遮断18℃に降下させた場合の下記①～③の数

値を得んとして，5種類の壁パネルについて，それぞ

れ測定したのである。なおNo．1室のガラス窓には通

例見られるような隙間があるためにセロテープで目貼

りをした。またフラッシュ戸の開閉しない部分の隙間

もセロテープで目貼りをした。フラッシュ戸は電力積

算計の数値を読むために1回の測定中5回すばやく開

閉した。

　①　最初の室温（外気温）より25℃に上昇直後断

熱し，18℃に降下直後再び25℃に上昇，再び18℃

に低下するまでの1時間当り電力量（KWH）

　②　前記①の場合，室温を18℃～25℃の範囲に保

　　　第2図　室温を25℃まで上昇する場合の外気

　　　　　　 温度と所要時間

　5種類の壁パネルを通じて，外気温度が低いほど所

要時間が長い傾向がある。6mm合板，およびパーテ

ィクルボードを用いたパネルは，他の壁パネルに較べ

て特に所要時間が長く，スチロポールを用いた壁パネ

ルでは所要時間が短い傾向がある。また，パーティ

クルボードを用いた壁パネルが，－4℃の場合な

どに甚しくバラツキを示めし，その他の場合にも壁パ

ネルの相互間でバラツキを示めしているのは，測定開

始以前に木質プレハブ住宅の外壁，天井，床パネル部

分が冷やされる程度の違いによるものと思われる。

　2．最高最低温度差

　壁パネルの種類，外気温度と室内最高最低温度差は

第3図の如くである。この図で示めす最高最低温度差

は，壁パネル中央部の感熱部が1測定の後期に18℃

となった時の電気ストーブ直上天井部の示めす最高温

度と，壁パネル床部の示めす最低温度との差である。

持するために必要とする1時間当り電力量（KWH）

　③　最高最低温度差

　Ⅲ．測定結果

  1．最初の室温を25℃まで上昇する場合の外気温

　　 度と所要時間

　最初の室温を25℃まで上昇する場合の壁パネルと

所要時間と外気温度との関係は第2図の如くである。
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　温度差にはバラツキが多いが，6mm合板が最も大

きく，スチロポールを用いたものが小さい傾向があ

り，－3℃の場合には次のようになる。

　　●　　6.55℃～7.90℃

　　▲　　5.60　～5.75

　　△　　5.50　～5.70

　　○　　4.50　～4.65
　　◎　　2.60　～4.65

　　　　　外　気　温　度　℃

　第3図最高最低温度差

　　　KWH       KWH
●　　3.64　～　3.79
▲　　3.60　～　3.68
△　　3.17　～　3.47
○　　3.11　～  3.21
◎　　3.00　～  3.43

　　　　　　　　　　外　気　温　度　℃

　　　第4図　最初の室温より25℃に上昇直後断熱し18℃

　　　　　　 に降下直後再び25℃に上昇,再び18℃に低

　　　　　　 下するまでの1時間当り電力量（KWH）

　また，他の外気温度の場合にも，このような傾向の
うかがわれることから，6mm合板の保温性が最も低
いと考えられる。－3℃の場合には，36mmスチロ
ポール，18mmスチロポール，ロールコアーには甚だ
しく大きな差異がない。だが，－4℃，－5℃の場
合には，36mmスチロポールの所要電力量はロールコ
アーよりも明らかに少なく，－6℃では18mmスチロ
ポールの所要電力量がロールコアーよりも明らかに少
ない。なお－9℃の場合に36mmスチロポールが18
mmスチロポールよりも所要電力量が大きいのは，測
定の開始以前に，木質プレハブ住宅の外壁，床，天井
などが冷やされている程度の違いによるものと思われ
る。
　4．室温を18℃～25℃の範囲に保つために必要と
　 　する1時間当り所要電力量（KWH）
　外気温度と同じ室温から始めた測定では，測定開始

　また他の外気温度の場合にも，このような傾向がう

かがわれ，温度差の小さいほど保温性の高いことから

6mm合板の保温性が最も低く，（6mm合板，36mm

スチロポール，6mm合板）では保温性が最も高いと

考えられる。

　3．1 時間当り所要電力量（KWH）

　外気温と同じになるように調整した最初の室温を

18℃に高め，さらに25℃に高めたのち断熱し18℃

に低下後再び25℃に高め，さらに18℃に低下した場

合の壁パネルの種類と1時間当り所要電力量（KWH）

は第4図の如くである。

　1時間当り所要電力量にはバラツキがあるが，6

mm合板やパーティクルボードを用いたものは所要電

力量が多く，スチロポールを用いたものでは所要電力

量が小さい傾向があり，－3℃の場合には次のよう

になる。
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以前に建物の冷やされる程度の違いによって測定結果

も乱されることになるが，この要因をとり除くため

に，前項に掲げた測定値のうち最初の室温から18℃

に達するまでの部分をはずし，室温を18℃～25℃～

18℃に保つために必要とする1時間当り所要電力量

と外気温度，壁パネルの種類との関係を示めすと第5

図の如くである。1時間当り所要電力量には，なおバ

ラツキがあるが，外気温度が低くなるほど所要電力量

が高まり，6mm合板およびパーティクルボードを用

いたものが，所要電力量が大きく，スチロポールを用

いたものでは，所要電力量が小さい傾向が明らかで，

－3℃の場合には次のようになる。

　　　　　KWH       KWH

　　●　　3.01  ～　3.16

　　▲　　2.92　～　3.01

　　△　　2.71  ～　2.87

　　〇　　2.57　～　2.69

　　◎　　2.23　～　2.62

　　　　　　　　　　外　気　温　度　℃

　　　第5図　室温を18℃～－25℃の範囲に保持するために

　　　　　　 必要とする1時間当り電力量（KWH）

　また，他の外気温度の場合にも，このような傾向の
うかがわれることから，6mm合板の保温性が最も低
く36mmスチロポールを用いたものが最も高いと考え
られる。

合板の場合の3.16KWHでは，1ヶ月間連続暖房に必
要な石炭量で較べると凡そ160kgの差異を生ずること
になる。天井，床，壁面の僅か8.3％を替えるだけで
生ずるこの差異はむしろ大きいと考えねばなるまい。

　Ⅳ．あとがき
　林産試験場の構内に試験的に建てられた木質プレハ
ブ住宅を利用し，1室6面中の1面の壁のみを5種類
の壁パネルに替えて暖房した時の外気温度と所要電力
量について測定を行なったのである。
　今何の測定では，変化する壁パネルの面積は僅か
8.3％にすぎないが，測定室内の最高最低温度差，予
め条件を設定した1回の測定における1時間当り所要
電力量（KWH），室温を最低18℃，最高25℃に保
持するのに必要とする1時間当り所要電力量などか
ら，5種類の壁パネルの保温性を判断しうる数値を得
た。5種類の壁パネルを4面～6面とする場合には，
当然，著しい差異が生ずることは容易に想像されるで
あろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　－指導部長－

　なお，電気1KWHの発熱量は860Kcalで，効率は

100％であるが，1ヶ月間（720時間）の連続暖房に必

要とする総熱量から石炭の必要量（この場合，発熱量

6,000Kcal/kg，効率60％，有効発熱量3,600Kcal/kg

とする）を算出すると第2表の如くになる。－3℃

の場合の1時間当り所要電力量で最も小さい36mmス

チロポールの場合の2.23KWHと，最も大きい6mm

第2表　1時間当り電力量と1ヶ月間連続
　　　 暖房の場合の石炭必要量


